
 

 

 

 

   

 

          

      アンケート概要     

      

  調査期間 ： 令和５年１２月１日～令和６年１月１５日   

  調査対象 ： １８歳以上の市民    

  抽出方法 ： 調査対象となる市民の中から無作為抽出   

  調査方法 ： 郵送による配布・郵送又はインターネットによる回答   

  配布数 ： 1,000  

  回収数 ： 347（回収率 34.7％）  

      ※うちインターネットでの回答 153（回答者の 44.1％） 

一般（乙） 
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問１ あなたの年齢をおたずねします。 

問２ あなたの世帯の構成をおたずねします。 

 

 

  

20歳未満

10人

（3%）

20代

63人

（18%）

30代

57人

（16%）

40代

23人

（7%）

50代

32人

（9%）60歳～64歳

23人

（7%）

65歳～69歳

31人

（9%）

70代

68人

（20%）

80歳以上

39人

（11%）

無回答

1人

（0%）

単身

43人

（12%）

夫婦のみ

72人

（21%）

親・子の

二世代

150人

（43%）

親・子・孫の

三世代

71人

（21%）

その他

10人

（3%）

無回答

1人

（0%）
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問３ あなたがお住まいの「地域」をおたずねします。 

 

 

 

  

都市計画区域内 … 上市・高尾・西方・新見・金谷・正田・石蟹 

北部地域 … 千屋・足立・坂本・馬塚 

東部地域 … 菅生・上熊谷・下熊谷 

南部地域 … 唐松・長屋・井倉・法曽・草間・土橋・足見・豊永 

都市計画区域内

150人

（43%）

北部地域

10人

（3%）

東部地域

22人

（6%）

南部地域

45人

（13%）

大佐地域

36人

（10%）

神郷地域

24人

（7%）

哲多地域

32人

（9%）

哲西地域

26人

（8%）

無回答

2人

（1%）
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問４ あなたは、新見市での生活（暮らし）に満足していますか。 

 

 

 

問５ 「やや不満である」「不満である」と答えた理由はどのようなことですか。 

 

 

  

満足している

59人

（17.0%）

やや満足している

123人

（35.4%）

やや不満である

111人

（32.0%）

不満である

52人

（15.0%）

無回答

2人

（0.6%）

49人

33人

30人

15人

11人

4人

4人

3人

1人

1人

11人

買い物が不便だから

働きたい職種・企業が少ないから

道路や交通の便が悪いから

スポーツや遊びの場が充実していないから

病院が遠かったり、行くのに不便だから

自然が減り、まちの環境が悪化してきたから

お年寄りや障がい者に優しくないから

学校が充実していないから

文化活動の場が充実していないから

災害や犯罪が心配だから

その他
無回答：１人 
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問６ あなたは、これからも新見市に住み続けたいと思いますか。 

 

 

  

住み続けたい

110人

（31.7%）

できれば住み続けたい

110人

（31.7%）

どちらとも

いえない

22人

（6.3%）

あまり住み続けたい

とは思わない

71人

（20.5%）

住み続けたい

とは思わない

25人

（7.2%）

無回答

9人

（2.6%）
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問７ 「住み続けたい」「できれば住み続けたい」理由はどのようなことですか。 

（２つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 「あまり住み続けたいとは思わない」「住み続けたいとは思わない」理由はどの

ようなことですか。（２つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50人

28人

25人

15人

14人

11人

9人

7人

7人

0人

6人

商店が少なく、買い物が不便だから

公共交通の便が悪いから

医療機関が遠く、不便だから

就職や結婚などで市外に出るつもりだから

スポーツや遊びの場が充実していないから

子育て環境が良くないから

地域の人間関係になじめないから

市外に住む家族・親類などのもとに行くつもりだから

職場が遠く、通勤時間が長いから

災害や犯罪が心配だから

その他

122人

97人

44人

26人

25人

22人

18人

10人

8人

6人

1人

4人

自分が生まれたところで、愛着があるから

新見市に家があるから

家族や友人が多く住んでいるから

自然環境が豊かだから

新見市が好きだから

職場が近く、通勤時間が短いから

災害や犯罪の心配が少ないから

田舎に住みたいと思っているから

子育て環境が良いから

他に住みたい地域がないから

就きたい・やりたい仕事があるから

その他
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問８ 市の取組について、満足度と重要度をお答えください。 

 

  
15

10

10

9

2

3

3

16

12

10

15

8

10

5

4

5

10

5

13

21

21

22

12

18

7

23

25

7

4

10

8

92

76

78

78

43

50

35

106

77

76

97

59

74

86

68

73

78

75

89

114

108

139

99

74

44

95

101

52

50

56

45

146

169

168

169

118

143

113

143

99

157

138

202

179

166

159

195

183

177

167

153

157

127

126

148

140

177

162

215

168

199

212

62

54

54

51

119

97

122

48

102

61

68

43

45

44

70

45

47

57

53

42

41

40

73

66

92

26

30

38

79

50

52

22

23

26

28

55

43

63

22

47

22

20

17

23

28

30

14

14

19

12

8

9

12

24

28

50

13

16

22

31

16

16

10

15

11

12

10

11

11

12

10

21

9

18

16

18

16

15

15

14

13

9

11

7

13

13

14

13

13

13

15

16

14

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

非常に満足である 満足である どちらともいえない

あまり満足ではない 満足ではない 無回答
単位：人 

満足度 
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※「非常に満足である」４点、「満足である」３点、「どちらともいえない」２点、「あ

まり満足ではない」１点、「満足ではない」０点として点数化し、平均値を算出してい

ます。  

2.05 

1.99 

1.98 

1.97 

1.46 

1.62 

1.38 

2.14 

1.72 

1.97 

2.06 

1.99 

2.01 

1.99 

1.84 

2.03 

2.07 

1.97 

2.11 

2.29 

2.27 

2.35 

2.01 

1.96 

1.60 

2.27 

2.27 

1.95 

1.75 

1.98 

1.93 

0.00 1.00 2.00 3.00

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

満足度（加重平均） 
満足度が高い 
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  92

69

61

69

101

88

146

106

161

110

118

95

97

116

107

51

48

49

137

152

127

131

126

102

118

75

84

48

70

50

65

163

142

163

148

154

149

133

157

117

139

128

123

141

133

141

151

127

139

139

126

136

135

137

152

145

128

137

131

136

128

117

67

98

96

107

66

82

45

55

41

62

65

94

75

64

63

105

124

115

47

47

59

59

57

69

54

113

96

135

109

134

130

7

16

7

5

8

6

4

3

6

6

9

5

2

3

7

9

17

13

5

3

6

3

4

5

7

7

8

9

8

9

11

3

4

4

2

3

5

2

2

2

3

6

5

8

5

4

8

6

8

1

3

2

4

4

2

5

6

4

4

4

7

5

15

18

16

16

15

17

17

24

20

27

21

25

24

26

25

23

25

23

18

16

17

15

19

17

18

18

18

20

20

19

19

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

非常に重要である 重要である どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
単位：人 

重要度 
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※「非常に重要である」４点、「重要である」３点、「どちらともいえない」２点、「あ

まり重要ではない」１点、「重要ではない」０点として点数化し、平均値を算出してい

ます。  

3.01 

2.78 

2.82 

2.84 

3.03 

2.94 

3.26 

3.12 

3.31 

3.08 

3.05 

2.93 

2.98 

3.10 

3.06 

2.70 

2.60 

2.64 

3.23 

3.27 

3.15 

3.16 

3.15 

3.05 

3.11 

2.79 

2.88 

2.64 

2.80 

2.63 

2.69 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

重要度（加重平均） 
重要度が高い 
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1-1

1-2

1-3
1-4

1-5

1-6

1-7

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

4-1

4-2

4-3 4-4
5-1

5-2

5-3

6-1

6-2

7-1

7-2

7-3

7-4

重
要
度

満足度

満足度・重要度

重点維持領域 重要改善領域 

改善領域 維持領域 

重要改善領域 

（重要度が高く満足度の低いもの） 

■１－５商業・サービス業 

■１－７雇用・労働 

■２－２医療 

■３－２大学・高等学校 

■５－３公共交通 

重点維持領域 

（重要度が高く満足度の高いもの） 

■１－１農業 ■４－２消防・救急 

■２－１健康・保健 ■４－３防犯・交通安全 

■２－３児童福祉 ■４－４水道・下水道 

■２－４高齢者福祉 ■５－１道路 

■２－６地域福祉 ■５－２住環境・情報通信 

■３－１就学前教育・義務教育   ■４－１防災 

改善領域 

（重要度が低く満足度の低いもの） 

■１－６観光 

■７－２移住・定住 

維持領域 

（重要度が低く満足度の高いもの） 

■１－２畜産業・水産業 ■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

■１－３林業   ■６－１環境・自然・生態系 

■１－４鉱業・工業     ■６－２廃棄物・公害 

■２－５障がい者（児）福祉  ■７－１交流 

■３－３生涯学習    ■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

■３－４芸術・文化・文化財  ■７－４人権・パートナー 
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問９ あなたは、市の農林畜産業・水産業について、今後どのようなことに力を

入れるべきだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

172人 (51.0%)

36人 (10.7%)

31人 (9.2%)

24人 (7.1%)

23人 (6.8%)

15人 (4.4%)

9人 (2.7%)

7人 (2.1%)

7人 (2.1%)

4人 (1.2%)

1人 (0.3%)

8人 (2.4%)

担い手の確保

ブランド力の強化

有害鳥獣対策

農業経営の安定と高度化

（農地の集約やICT技術の活用など）

主要農産物（ぶどう、もも、トマト、

りんどうなど）の生産振興

畜産物（千屋牛）の生産振興

木材の利用促進

林業の成長産業化（経営の効率化）

天然林の活用

農業生産施設の維持管理

水産業の振興

その他

※グラフは無回答を除く 
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問 10 あなたは、市の商工業について、今後どのようなことに力を入れるべきだと

思いますか。 

 

 

  

103人 (30.5%)

66人 (19.5%)

53人 (15.7%)

27人 (8.0%)

23人 (6.8%)

15人 (4.4%)

14人 (4.1%)

11人 (3.3%)

10人 (3.0%)

10人 (3.0%)

6人 (1.7%)

労働力の確保

（地元雇用や市外からの就労促進）

企業誘致・創業支援

中小企業・小規模事業者の経営支援

女性や高齢者、障がい者の就労支援

市内経済循環の活性化

地域資源を活用した観光振興

戦略的な情報発信

（インターネット等を使った観光情報の発信）

観光客の受入体制整備

（インバウンドへの対応など）

市内企業の情報発信

観光資源の魅力向上

その他

※グラフは無回答を除く 



- 13 - 

 

問 11 あなたは、市の保健・医療について、今後どのようなことに力を入れるべき

だと思いますか。 

 

 
  

104人 (30.3%)

93人 (27.1%)

39人 (11.4%)

26人 (7.6%)

23人 (6.7%)

22人 (6.4%)

18人 (5.2%)

10人 (2.9%)

8人 (2.4%)

医療体制の充実

（地域包括ケアシステム構築や

診療所の維持など）

医療従事者の確保・育成

生涯を通じた健康増進

医療費の適正化

（疾病予防や後発薬の利用促進

等による医療費抑制）

生活習慣病の予防

心の健康づくり

親子の健康づくり

感染症などへの対応

その他

※グラフは無回答を除く 



- 14 - 

 

問 12 あなたは、市の子育て支援について、今後どのようなことに力を入れるべき

だと思いますか。 

 

 

  

61人(17.9％)

48人 (14.1%)

45人 (13.3%)

45人 (13.3%)

43人 (12.6%)

27人(8.0%)

19人 (5.6%)

14人 (4.1%)

11人 (3.2%)

11人 (3.2%)

9人 (2.6%)

7人(2.1%)

経済的支援の拡充

保育所、認定こども園の受入体制の充実

保育士の確保・育成

地域における子どもの居場所

子育て対する企業や地域などの理解促進

（ワーク・ライフ・バランスの推進）

放課後児童クラブの活動支援

子育ての悩みや不安を相談できる窓口の充

実

子育てにおける交流の場づくり

ヘルパー事業などの人的支援

子育てに関する情報発信の充実

児童虐待の防止

その他

※グラフは無回答を除く 



- 15 - 

 

問 13 あなたは、市の福祉について、今後どのようなことに力を入れるべきだと

思いますか。 

 

 

  
102人 (29.7%)

40人 (11.7%)

39人 (11.4%)

30人 (8.7%)

29人 (8.5%)

29人 (8.5%)

21人 (6.1%)

21人 (6.1%)

9人 (2.6%)

8人 (2.3%)

7人 (2.0%)

3人 (0.9%)

5人 (1.5%)

介護・福祉人材の確保・育成

介護予防の推進・適正な介護サービスの提供

安心して住み続けられる環境づくり（バリア

フリー化や住民同士の助け合いなど）

地域包括ケアシステムの推進

認知症対策の推進

必要なサービスを受けられる体制づくり（包

括的な相談窓口の設置など）

高齢者の社会参加の促進

地域福祉の担い手（ボランティアやNPO）の

育成・住民参画の促進

障がい者の自立支援

障がい児の療育・保育・教育の充実

障がい者理解の促進

障がい者施設の充実

その他

※グラフは無回答を除く 



- 16 - 

 

問 14 あなたは、市の教育について、今後どのようなことに力を入れるべきだと

思いますか。 

 

 

  

88人 (25.7%)

67人 (19.6%)

51人 (14.9%)

42人 (12.3%)

26人 (7.6%)

24人 (7.0%)

19人 (5.6%)

14人 (4.1%)

11人 (3.2%)

基礎学力の向上

ふるさとへの愛着や誇りをはぐくむ

教育の推進

高等学校の魅力向上

コンピュータなど情報通信技術を活

用した教育の推進

小中一貫教育の推進

障がいのある人と障がいのない人が

共に学ぶ教育の推進

大学を活かしたまちづくりの推進

学校施設の整備

その他

※グラフは無回答を除く 



- 17 - 

 

問 15 あなたは、市の文化・スポーツについて、今後どのようなことに力を入れる

べきだと思いますか。 

 

 

  

56人 (16.9%)

44人 (13.2%)

37人 (11.1%)

34人 (10.2%)

33人 (9.9%)

32人 (9.6%)

22人 (6.6%)

20人 (6.0%)

18人 (5.4%)

16人 (4.8%)

15人 (4.5%)

6人 (1.8%)

生涯学習施設（公民館、図書館、美術館

など）の充実

スポーツ施設の利活用

公民館施設の利活用（地域運営組織の活

動拠点化）

スポーツ・レクリエーション活動の振興

生涯学習推進体制の確立（市民学習講座

の充実など）

ソフトボールのまち新見市のPRや全国

規模の大会誘致

芸術・文化活動の振興

文化財の保護・保存

高齢者スポーツの普及拡大

社会教育の充実（学び愛のまちにいみプ

ロジェクトや地域に関する学習）

芸術・文化活動の場の提供

その他

※グラフは無回答を除く 



- 18 - 

 

問 16 あなたは、防災や防犯など市の地域安全対策について、今後どのようなこと

に力を入れるべきだと思いますか。 

 

 

  
72人 (21.3%)

72人 (21.3%)

47人 (13.9%)

44人 (13.0%)

22人 (6.5%)

22人 (6.5%)

22人 (6.5%)

14人 (4.1%)

12人 (3.6%)

8人 (2.4%)

3人 (0.9%)

災害に強い社会基盤の整備（治山施設の

整備や公共施設の耐震化など）

犯罪・事故が起きにくいまちづくりの推

進（街路灯・カーブミラーの設置など）

多様化・広域化する災害への対応

地域防災力の強化（自主防災組織の設立

など）

防災意識の醸成（防災訓練の開催やハ

ザードマップの作成）

被災者支援体制の整備（物資・資機材の

計画的な備蓄など）

子どもたちを犯罪から守る取組

防犯・交通安全意識の醸成

消防団組織の充実

防火意識の醸成（火災警報器の設置促進

など）

その他

※グラフは無回答を除く 



- 19 - 

 

問 17 あなたは、道路や交通など市のまちづくりについて、今後どのようなことに

力を入れるべきだと思いますか。 

 

 

  

61人 (17.9%)

51人 (15.0%)

49人 (14.4%)

32人 (9.4%)

30人 (8.8%)

25人 (7.4%)

18人 (5.3%)

18人 (5.3%)

11人 (3.2%)

10人 (2.9%)

10人 (2.9%)

7人 (2.1%)

5人 (1.5%)

4人 (1.2%)

2人 (0.6%)

7人 (2.1%)

空き家対策の推進

国道・県道の整備充実

安全で災害に強い道路網整備

道路維持管理体制の構築

（道路の管理や除雪）

予約型乗り合いタクシーの導入

公共交通（鉄道・バス）の利用促進

公園・緑地など公共空間の整備

地域住民組織やＮＰＯによる移送サービス

への支援拡充

駅などのバリアフリー化の推進

市街地の整備に向けた取組

（新見駅周辺まちづくりなど）

通信環境の整備と光ファイバ網の安定運営

主要バス停の待合環境整備やバス停の新設

橋梁・トンネルの長寿命化（修繕）

住宅の安定供給の推進

（市営住宅の改築や住宅の耐震化など）

高速道路の利用促進

その他

※グラフは無回答を除く 



- 20 - 

 

問 18 あなたは、市の環境対策について、今後どのようなことに力を入れるべき

だと思いますか。 

 

 

  

97人 (28.6%)

51人 (15.0%)

50人 (14.7%)

48人 (14.2%)

38人 (11.2%)

21人 (6.2%)

17人 (5.0%)

11人 (3.3%)

6人 (1.8%)

環境負荷の少ない社会の実現

（再生可能エネルギーの導入や環境教育）

再資源・省資源の取組強化（リサイクルの推進）

不法投棄などの防止

循環型資源（木質バイオマス）の活用

計画的な廃棄物処理施設の整備

低負荷・循環型社会の推進

（ゴミの減量化やマイバッグ持参などの取組）

し尿処理（公共下水道への接続や合併処理浄化槽）

の推進

希少動物の保護

その他

※グラフは無回答を除く 



- 21 - 

 

問 19 あなたは、移住定住や交流を促進するため、今後どのようなことに力を入れる

べきだと思いますか。 

 

 

 

問 20 あなたは、多様な人が活躍するまちをつくるため、今後どのようなことに

力を入れるべきだと思いますか。 

 

 

  

98人 (29.1%)

90人 (26.7%)

62人 (18.4%)

22人 (6.5%)

22人 (6.5%)

19人 (5.6%)

15人 (4.5%)

9人 (2.7%)

空き家対策と利活用

進学や就職による若者の転出の抑制

都市部からの移住の促進

関係人口創出の取組

移住交流支援センターを拠点とした移住

者受入体制づくり

多文化共生社会の構築

多様な交流の促進（文化スポーツ分野で

の交流、国内他都市との交流）

その他

109人 (32.1%)

60人 (17.6%)

57人 (16.8%)

52人 (15.3%)

17人 (5.0%)

17人 (5.0%)

16人 (4.7%)

4人 (1.2%)

8人 (2.3%)

地域活力、住民同士のつながりの維持

結婚を応援する取組の充実

大学を活かした地域支援の推進

協働による地域づくりの推進

NPO活動やボランティア活動への支援

男女共同参画社会の推進

人権に対する正しい理解の醸成

人権課題への取組（相談支援体制）

その他

※グラフは無回答を除く 

※グラフは無回答を除く 



[ここに入力] １８～３９歳への質問 既婚者への質問 

- 22 - 

 

 

問２１～問３４ １８～３９歳への質問 

 

問 21 あなたは現在、結婚されていますか。 

 

 

 

 

既婚

62人
(48.1%)

未婚

67人
(51.9%)

無回答：１人 



[ここに入力] １８～３９歳への質問 既婚者への質問 

- 23 - 

 

問２２～問２８ 既婚者への質問 

 

問 22 ＜理想子ども数＞理想として、子どもは何人欲しいと思いますか（思っていま

したか）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 ＜予定子ども数＞現在のお子さんを含め、何人の子どもを持つ予定ですか。 

 

 

 

  

０人
(2人)

(3.2%)

１人
(2人)

(3.2%)

２人
(22人)

(35.5%)
３人
(33人)

(53.2%)

４人以上
(3人)

(4.9%)

０人
(3人)

(4.8%)

１人
(7人)

(11.3%)

２人
(33人)

(53.2%)

３人
(17人)

(27.5%)

４人以上
(2人)

(3.2%)



- 24 - 

 

問 24 ＜理想子ども数＞より、＜予定子ども数＞が少ない方におたずねします。予定

の人数が理想の人数より少ないのはなぜですか。（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9人 (13.9%)

8人 (12.4%)

6人 (9.2%)

6人 (9.2%)

6人 (9.2%)

5人 (7.7%)

3人 (4.6%)

3人 (4.6%)

3人 (4.6%)

3人 (4.6%)

2人 (3.1%)

2人 (3.1%)

2人 (3.1%)

2人 (3.1%)

2人 (3.1%)

1人 (1.5%)

1人 (1.5%)

1人(1.5%)

子どもの数に応じた手当等による

経済的援助が不十分だから

仕事と子育ての両立が難しいから

妊娠・出産が精神的・身体的に

難しいから

不妊治療にお金がかかるから

出産費用等の経済的負担が大きいから

大学教育に対する教育費に

お金がかかるから

子育てに自信がないから

子どもの医療費等の経済的負担が

大きいから

育児休業期間中の所得保障が

不十分だから

住宅がせまいから

高等学校教育に対する教育費に

お金がかかるから

配偶者が子どもを欲しがらないから

職場の理解がないから

義務教育に対する教育費に

お金がかかるから

子育ての社会的支援体制が不十分だから

配偶者との関係を大切にしたいから

子どもが苦手だから

その他

１人

※「仕事や趣味を優先したいから」「保育所やこども園の保育料にお金がかかるから」「子どもの預け先がないか

ら」「子育てに対する配偶者の協力が得られず、負担が大きいから」「少ない子どもに手をかけて育てたいから」

「子育てに家族の協力が得られないから」は回答者０人 

※右の赤字は「最もあてはまる」と答えた人の人数 

３人 

２人 

４人 

１人 

１人 

３人 

１人 

１人 

１人 

１人 

１人 



[ここに入力] １８～３９歳への質問 子育て中の方への質問 

- 25 - 

 

問 25 子育て中の方におたずねします。家庭での子育ては主に誰が担っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 子どもの体調が悪い場合などに職場の休暇をとることについておたずねします。

あてはまるものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの母親

37人
(80.4%)

子どもの父親

2人
(4.4%)

子どもの祖母・祖父

1人
(2.2%) その他

6人
(13.0%)

28人 (60.9%)

5人 (10.9%)

9人 (19.5%)

0人 (0.0%)

4人 (8.7%)

職場の理解が得られ、

必要に応じて休暇を取ることができる

交代要員やシフトの調整ができる場合は、

休暇をとることができる

休暇をとることができるが、

人間関係に気を使うことの負担が大きい

休暇をとることができない

その他



- 26 - 

 

問 27 子育てに負担を感じることがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 「ある」と答えた方におたずねします。それはどのようなことですか。 

 

  

ある

27人
(58.7%)

ない

10人
(21.7%)

どちらともいえない

9人
(19.6%)

8人 (29.7%)

7人 (25.9%)

6人 (22.2%)

3人 (11.1%)

1人 (3.7%)

1人 (3.7%)

0人 (0.0%)

0人 (0.0%)

1人 (3.7%)

自由な時間がない

仕事と家事の両立

急病時の休暇・早退のための仕事の調整

教育費など子育てに関する費用

保育所・こども園などへの送迎

子ども同士のけんかやトラブルへの対応

相談できる人がいない

保護者同士の付き合い

その他



[ここに入力] １８～３９歳への質問 未婚者への質問 

- 27 - 

 

問２９～問３４ 未婚者への質問 

 

問 29 未婚の方におたずねします。結婚したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 現在、結婚していない理由について最もあてはまるものを選んでください。  

思う

38人
(56.7%)

思わない

10人
(14.9%)

どちらともいえない

19人
(28.4%)

9人 (23.7%)

8人 (21.1%)

6人 (15.8%)

4人 (10.5%)

4人 (10.5%)

2人 (5.3%)

1人 (2.6%)

1人 (2.6%)

1人 (2.6%)

0人 (0.0%)

2人 (5.3%)

適当な相手にめぐり合わない

まだ若すぎる

仕事（学業）に打ち込みたい

まだ必要性を感じない

異性とうまく付き合えない

結婚資金が足りない

趣味や娯楽を楽しみたい

住宅のめどがたたない

親や周囲が同意しない

自由さや気楽さを失いたくない

その他



- 28 - 

 

問 31 あなたは将来、子どもをもうけたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 「子どもをもうけたいと思う」方におたずねします。子どもは何人欲しいと思

いますか。 

 

  

思う

37人
(55.2%)

思わない

13人
(19.4%)

どちらともいえない

17人
(25.4%)

１人
(1人)

(2.7%)

２人
(24人)

(64.9%)

３人
(12人)

(32.4%)

４人以上
(0人)

(0.0%)



- 29 - 

 

問 33 問 29で結婚したいと「思う」と答えた方におたずねします。結婚後も仕事を続

けたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 問 31で子どもをもうけたいと「思う」と答えた方におたずねします。子どもが

産まれた後も仕事を続けたいと思いますか。 

続けたい

32人
(86.5%)

続けたいとは思わない

1人
(2.7%)

どちらともいえない

4人
(10.8%)

続けたい

33人
(89.2%)

どちらともいえない

4人
(10.8%)

※「続けたいとは思わない」は 

回答者０人 


